
 

 

令和７年４月 28 日 
（通算第７１８号） 
問い合わせ先 
長野県庁園芸畜産課 
電話 026-235-7232 

 
 
 
 
 
 
 

大型連休を迎え、海外との人の往来や国内での人の動きが活発化することから、

家畜伝染病の発生リスクが高まります。 

国は空港や海港での水際対策を強化していますが、農場においても飼養衛生管理

基準を遵守し、防疫対策の徹底をお願いします。 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家畜保健衛生所 電話番号 家畜保健衛生所 電話番号 家畜保健衛生所 電話番号 

佐 久 0267-62-4123 飯 田 0265-53-0439 長 野 026-226-0923 

伊 那 0265-72-2782 松 本 0263-47-3223 県庁園芸畜産課 026-235-7232 

 
  

大型連休中、防疫対策の徹底をお願いします 

☑ 衛生管理区域内への、関係者以外の立入制限 

☑ 農場内及び畜舎へ入る車両、物品等の消毒 

☑ 農場内又は畜舎毎に専用の衣服、長靴の着用 

☑ 踏み込み消毒槽の設置と消毒薬の交換 

☑ 家畜に異常があった場合は、家畜保健衛生所へ通報 

 

飼養衛生管理基準を遵守し、病原体の侵入を防ぎましょう 

 飼養衛生管理基準や家畜伝染病の発生
状況は、農林水産省 HP で確認できます 

口蹄疫（偶蹄類） 
・近隣諸国、アジア地域で流行が継続 

・2025 年１月以降、清浄国であったドイツ、ハンガリー等で発生 

・韓国では 2025 年３月に牛農場で発生し、４月以降は豚農場で

も発生 

豚熱・アフリカ豚熱 
・アフリカ豚熱：アフリカ地域のほか、欧州、ロシア、アジアで

流行。韓国では継続的に発生 

・豚熱：国内ではワクチン接種地域の養豚農場で散発。野生いの

ししの感染は全国で拡大し、2025 年４月に宮崎県でも確認 

・令和６年度シーズンは家きん農場で 14 道県 51 事例が発生 

・2025 年２月 1 日の発生以降、家きん農場での発生はないが、

野鳥では感染が確認されており、渡り鳥の北帰行が続く間は

警戒が必要 

高病原性鳥ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ 

馬インフルエンザ 

・2025 年４月、熊本県で 2008 年以来と
なる発生を確認。４月 25 日現在、熊本県
８事例と北海道でも発生。 
・発生予防：ワクチン接種 

ランピースキン病（牛） 

・2024 年 11 月、福岡県で国内初となる
発生を確認。福岡県、熊本県で 230 頭に
感染拡大したが、現在は発生なし。 
・発生予防：吸血昆虫対策 


